
昭
和
六
十
年
十
一
月
八
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

答

弁

第

二

号 
   

衆
議
院
議
員
岡
崎
万
寿
秀
君
提
出
米
空
母
艦
載
機
夜
間
離
着
陸
訓
練
基
地
建
設
構
想
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
三
第
二
号 

昭
和
六
十
年
十
一
月
八
日 

衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
岡
崎
万
寿
秀
君
提
出
米
空
母
艦
載
機
夜
間
離
着
陸
訓
練
基
地
建
設
構
想
に
関
す
る
質 

問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
に
三
宅
村
議
会
議
長
ほ
か
同
行
の
議
員
に
対
し
、
当
時
の
塩
田
防
衛
施
設

庁
長
官
が
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
事
実
は
あ
る
。 

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て 

（1） 

艦
載
機
の
着
陸
訓
練
は
、
通
常
、
米
空
母
が
横
須
賀
海
軍
施
設
に
入
港
し
て
い
る
間
に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
つ
て
、
米
空
母
の
行
動
等
と
関
連
し
て
お
り
、
仮
に
、
三
宅
島
に
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
を
設
置
し
た
場
合

の
年
間
の
訓
練
時
間
や
編
隊
構
成
機
数
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

（2） 

政
府
と
し
て
は
、
仮
に
、
三
宅
島
に
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
訓
練
は
、
厚
木
海
軍



   

（3） 

政
府
と
し
て
は
、
米
軍
の
規
程
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

飛
行
場
か
ら
出
向
い
て
行
い
、
訓
練
が
終
わ
れ
ば
ま
た
、
厚
木
海
軍
飛
行
場
に
帰
る
と
承
知
し

て

い

る

の

で
、
そ
の
間
、
管
理
等
の
た
め
に
は
、
若
干
の
陸
上
要
員
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
部
隊
、

航
空
機
の
常
駐
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

ま
た
、
訓
練
の
た
め
の
滑
走
路
に
つ
い
て
は
、
長
さ
二
千
メ
ー
ト
ル
・
幅
四
十
五
メ
ー
ト
ル
程
度
が
必
要

で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

な
お
、
飛
行
場
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四 

 




